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　解法３　余弦定理を利用して（その１）

　

　 　　
　　　

　　　　　　

　解法４　余弦定理を利用して（その２）

　 とすると

　△ と△ に

　余弦定理を適用して

　 　…①

　 　…②

　 　だから

　①+②より

　 　　

　解法５　ベクトルを利用して

　

　これらの解法から，中線を求めるだけなら中線

定理を利用する方がよい。しかし，応用範囲を考

えると，どの場合にどの解法がよいかはそう簡単

にはいえない。大切なことは，実際に生徒に解か

せ，それぞれのよさを実感させることであり，そ

れが後々実力に結びつくのだと思う。

　三角形の頂点から各辺の内分点に引いた線分の

長さを求める方法はいくつかあるが，どの方法が

よいか迷うところである。今回は中線の長さを例

にとり，その長さを求める方法を考えてみたい。

 ［例題］右の三角形 

　において，中線  の

　長さ  を求めよ。

解法１　中線定理を利用して

　三角形の中線定理より

　

　　　 より

　　 　　　

解法２　三平方の定理を利用して

　  から底辺  に垂線 

　を引く。  とすると

　△ , △ , △  

　は直角三角形だから，

　三平方の定理より

　　 　…①

　　 　…②

　　 　　　…③

　①－②より

　　 　

　②に代入して

　　 　より  

　③に代入して

　　 　

この解法は，中線定理を導く方法と同じである。

　

三角形の中線の求め方
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